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事後評価の 

位 置 づ け 

事後評価はＰＤＣＡサイクルによる事業評価制度の一環として実施さ

れるもので、その後のまちづくりに活かすための作業である。 

事後評価の 

目   的 

事業がもたらした成果等を客観的に分析して、今後のまちづくりを適

正な方向に導くこと、及び事業の成果を住民にわかりやすく説明するこ

とを目的とする。 

事後評価の 

内   容 

① まちづくりの目標の達成状況等の確認！ 

まちづくりの目標の達成状況、および実施過程の検証を行う。 

② 今後のまちづくり方策の検討！ 

まちづくりの目標の達成状況を踏まえ、事業効果の発現要因を整理

し、今後のまちづくり方策を検討する。 

③ 事後評価のチェック！ 

事後評価の透明性・合理性・客観性を担保するために、評価結果を

市民に公表し、意見を適切に反映すると共に、第三者で構成される

「評価委員会」を開催し、その審議を経る。 

評価委員会 

の 目 的 

① 事後評価等が適切に遂行されているかを確認し、意見を頂く。 

② 今後のまちづくり方策等について意見を頂く。 

 

 

 
 

 

１．事後評価制度の概要 

１）方法書の作成 

 

 

 

 

 

２）事業の成果及び実施過程の検証 

（事後評価シートの作成を含む） 

▼まちづくりの目標の達成状況を確認 

 

 

 

 

 

 
 

 

※都市再生整備計画に記述がある場合は必須。  

※記述がない場合においても なるべく 実施。  

 

▼今後のまちづくりを検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼評価結果をチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）フォローアップの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法書の作成 

・各評価項目の指標数値や実施状況を計測・確認するための方法を設定 

・交付終了年度の初頭までに作成 

(1)成果の評価 

・事業の実施状況 

・都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況 

・その他の数値指標による効果発現の計測 

(2)実施過程の評価 

・モニタリングの実施状況  

・住民参加プロセスの実施状況  

・持続的なまちづくり体制の構築状況 

(3)効果発現要因の整理 

・指標の改善と事業の関連性等、成功要因・失敗要因の整理 

・成果と実施過程の関係性の整理 

(4)今後のまちづくり方策の作成 

・事業終了後（又は継続後）におけるまちづくりの方策を作成 

※改善策の作成が必要な場合 

・当初設定した目標を達成させるための措置を講ずべく改善策を作成 

(5)事後評価原案の公表 

(6)まちづくり交付金 

評価委員会の審議 

(7)評価結果のまとめ（事後評価シートの完成） 

フォローアップの実施 

・改善策を実施した場合等に、改めて目標の達成状況を確認 

・適切な時期（原則、交付終了の翌年度）に実施 

(8)評価結果の公表と国への報告 

フォローアップの結果の公表と国への報告 

・課題は解決されたか？ 

・目標は達成できたか？ 

・計画通りに実施できたか？ 

庁内検討委員会 
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２．まちづくりの経緯（都市再生整備計画の概要） 

交付対象事業一覧 

基幹事業 提案事業 

事業 
最終変更計画 完成状況 

事業 
最終変更計画 完成状況 

事業費 
(百万円) 事業内容 完成 完成見込み 

事業費 
(百万円) 事業内容 完成 完成見込み 

道 路 
(仮称)駅前連絡道路(車道) 36.5 W=9.0m、L=190m ●  

地 域 創 造 

支 援 事 業 
防犯カメラ設置事業 2.9 4 台 ●  

(仮称)駅前連絡道路(歩道) 9.4 W=3.0m、L=140m ●  事業活用調査 事後評価分析 5.0 業務委託等 ●  

公 園 公園緑地整備 23.6 A=600㎡ ●  

まちづくり活動

推 進 事 業 

まちづくり団体 

形成支援事業 
1.0 活性化推進計画等 ●  

地 域 生 活 

基 盤 施 設 

観光案内板設置事業 

(南口駅前広場) 
3.2 1基 ●  

放置自転車調査 

及び啓発活動 
0.8 

放置位置や台数確認、

ステッカー貼り等 
●  

北口駅前広場駐車場 1.7 A=330㎡ ●  

南口駅前広場駐車場 1.9 A=800㎡ ●  

 高 質 空 間 

形 成 施 設 

旧東海道カラー舗装 24.0 W=6.0m、L=500m ●  

水辺の空間 28.8 L=240m ●  

 

地区の課題 

課題１：ＪＲ三雲駅を地域の中心核・交流拠点とするために、駅前

広場や駐輪・駐車場整備を推進し、ＪＲへの乗り換え利便

性を高め、集客力を向上させることが必要である。 

課題２：駅前のにぎわいを創出するために、駅前の利便性と地域特

性を活かした生活利便施設や地域活性化施設等の整備によ

って住民などの憩いと交流の場の形成を図る必要がある。 

課題３：魅力ある駅前を創出するために、民間事業者や住民・権利

者との協働により、落ち着いた良好な駅前景観を創出する

ことが必要である。 

課題４：少子高齢化の進展を考慮し、駅前整備とあわせて湖南市の

魅力ある生活環境に囲まれた駅南の住宅開発を推進すると

ともに、子育て環境の充実を図り、若年世帯の流入を促進

する必要がある。 

課題５：駅舎の橋上化に伴い、従前の待合機能が失われる。 

 地区の現況 

  湖南市は滋賀県南部に位置し、大阪、名古屋から 100 ㎞圏内

にあり、近畿圏と中部圏をつなぐ広域交流拠点にある。名神高

速道路の開通に伴い、栗東インターチェンジなどに近接する有

利な立地条件を利用して県内最大の湖南工業団地が造成される

など、広域交通の利便性を活かしたまちづくりを進めてきた。 

  また、国道 1 号とＪＲ草津線が市域を東西に貫いており、さ

らに、建設中の国道 1 号バイパスは、本市において一部供用が

開始され、鉄道に関しては石部駅、甲西駅、三雲駅の 3 駅が設

置されていることから、これらの交通基盤を利用して京阪神都

市圏への通勤通学に利便性が高く、ベッドタウンとしての住宅

地開発が進んでいる。このように本市は常に交通の要衝として

発展し続け、さらに比較的温暖な気候や野洲川を中心に開けた

平野に恵まれたこともあって、さまざまな産業と文化が育まれ

るとともに、豊かな居住環境が提供されてきたため、人口もこ

の 10 年間では多少の増減を繰り返しながらも平成 25 年は平成

24 年に比べて増加している状況にある。 

  以上を踏まえ、本市の総合計画において、ＪＲ草津線 3 駅

（石部駅、甲西駅、三雲駅）を中心核・交流拠点に位置付け、

『湖南の三駅プラン』を重点プロジェクトとして駅周辺の整備

を進めているところである。 

ＪＲ三雲駅南側は、道路・駅前広場・公園などの都市基盤整

備が進められており、ユニバーサルデザインに基づく駅舎整備

をはじめ、新たな商業施設の誘致などにより、「にぎわいの

街」を創出していくことが求められている。 

大目標：子育て世代を中心に、 

多様な世代が集い、にぎわう、 

魅力ある生活拠点の創出 

方針１：賑わいのある生活拠点地区にふさわしい魅力ある商業環境

や駅前景観の形成 

方針２：交通結節機能、交通環境及び交通利便性の向上 

方針３：（子育て支援機能の充実等による）住民・市民の交流活動

の振興 

指標１：三雲地区における住みやすさの評価 

指標２：コミュニティバス下田線（三雲駅ル

ート）の一日平均乗車数 

指標３：放置自転車の撤去台数 

指標４：ＪＲ三雲駅乗客数 

計画期間 

平成 28 年度 

～令和 2 年度 

■ 基幹事業（道路） 

駅前連絡道路整備 

□ 提案事業（事業活用調査） 

事後評価調査 

□ 提案事業（まちづくり活動支援事業） 

まちづくり団体支援 

□ 提案事業（まちづくり活動支援事業） 

放置自転車調査 
:  都市再生整備計画の区域

:  都市機能誘導区域

: 居住誘導区域

:  ■ 基幹事業

: □ 提案事業

 ■ 基幹事業（地域生活基盤施設） 

観光案内板設置 

□ 提案事業（地域創造支援事業） 

防犯カメラ設置 

■ 基幹事業（高質空間形成施設） 

旧東海道カラー舗装 

■ 基幹事業（地域生活基盤施設） 

駅前広場駐車場整備 

■ 基幹事業（地域生活基盤施設） 

駅前広場駐車場整備 

■ 基幹事業（公園） 

公園緑地整備 
■ 基幹事業（高質空間形成施設） 

水辺の空間整備 
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写真③ 

■基幹事業 道路 

・(仮称）駅前連絡道路（車道）  ・(仮称）駅前連絡道路（歩道） 
(整備済・R2 年度）       (整備済・R2 年度） 

  
▲写真⑦：(仮称)駅前連絡道路  ▲写真⑧：(仮称)駅前連絡道路 

（車道）             （歩道） 

■基幹事業 公園 

・公園緑地整備（整備中・R2 年度） 

 
▲写真④：公園整備予定地 

■基幹事業 地域生活基盤施設 

・観光案内板設置事業 
（整備済・R2 年度） 

 
▲写真①：観光案内板 

 
・南口駅前広場駐車場 
（整備済・R1 年度） 

 
▲写真②：南口駅前駐車場 

 
・北口駅前広場駐車場 
（整備済・R1 年度） 

 

▲写真③：北口駅前駐車場 

■基幹事業 高質空間形成施設 

・旧東海道カラー舗装 ・水辺の空間 
（整備済・R1 年度）  （整備済・H30 年度） 

   
▲写真⑤：旧東海道カラー舗装    ▲写真⑥：水辺の空間 

                （出典：Google ストリートビュー） 

□提案事業（R2 年度） 

・防犯カメラ設置事業（整備済・R2 年度） 

 

 

・事後評価調査 

・まちづくり団体形成支援事業 
（実施済・R2 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・放置自転車調査及び啓発活動 
（実施済・R2 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真入替予定 写真入替予定 

（関連事業） 

・ＪＲ三雲駅駅舎改築事業（整備済・H29 年度） ・三雲駅北口及び南口駅前広場整備事業（整備済・H31 年度） ・三雲駅北口及び南口駐輪場整備事業（整備済・H30 年度） 

     
▲三雲駅舎（南口側） ▲駅前広場（南口） ▲駅前広場（北口） ▲駐輪場（南口） ▲駐輪場（北口） 

写真⑥ 

写真⑦ 

写真⑤ 

写真④ 

市有地 

写真② 

市有地 

▲写真⑧⑨⑩：防犯カメラ 

⑧ ⑨ ⑩ 

写真⑩ 

写真⑨ 

写真⑧ 

写真① 
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指標 単位 
従前値 

（基準年度） 

目標値 

（基準年度） 

評価値 

（評価基準日） 

目標 

達成度 

1 年以内

の達成見

込 

１．三雲地区にお

ける住みやす

さの評価 

％ 
70.6 

（H26 年度） 

74.0 
（R2年度） 

80.3 

（R2.3.31） 

（確定値） 

○ ― 
２．コミュニティ

バ ス 下 田 線

（三雲駅ルー

ト）の一日平

均乗車数 

人 
252 

（H25 年度） 

270 
（R2年度） 

221 

（R3.3.31） 

（推計値） 

△ なし 

３．放置自転車撤

去台数 
台/年 

95 
（H25 年度） 

40 
（R2年度） 

12 
（R3.3.31） 

（推計値） 

○ ― 

４．ＪＲ三雲駅乗

客数 
人 

1,930 
（H26 年度） 

2,000 
（R2年度） 

1,974 

（R3.3.31） 

（推計値） 
△ なし 

■目標達成度の評価の基準 

目標達成度の評価の基準 達成度 

評価値が目標値を上回った場合 ○ 

評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 △ 

評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善が見られない場合 × 

 

■評価基準日の考え方 

 

 

 

 

【参考：目標達成度の考え方】 

・数値目標が事後評価の時点で達成されたか否かは、「達成度」をもって検証する。 

・「達成度」は○、△、×の記号により評価を行うが、その概念は下図に示す通り、目標値（◇）と評価

値（◆）との間の差の大きさ（絶対値）と位置関係（目標値よりも上か下か）により市町村が判断す

るものとします。 
 

評価の基準 達成度 

① 評価値が目標値を上回った場合 ○ 

② 評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 △ 

③ 評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 × 

 

 

 

 

 

・なお、○、△、×を判定する目安として、次の式による「達成指数」を参考にしてもよいです。 

達成指数 ＝ 評価値 ÷ 目標値 

※評価値：事後評価に用いる値、目標値：事後評価時に目標として設定した値 

※達成指数が１の場合に目標が達成され、１より離れるに従い、目標を達成している（判定＝○）、又は目標を達成し

ていない（判定＝△又は×）という意味になります。 

※指標の性格や目標の設定の仕方により達成指数の解釈が異なるので、達成指数によって目標の達成・未達成を判別

する場合には注意が必要です。例えば、近年増加基調である事故発生件数の減少を指標として設定している場合

は、値が１よりも小さいほど目標を大きく達成していると解釈できます。 

※目標値が０の場合等においては、適宜、式を定義してよいです。 

・この「達成指数」は、あくまでも市町村が「達成度」（○、△、×）を判定するための参考となる考え

方であり、必ずしも指標の数値を添付様式に記入したり、公表する必要はありません。「達成指数」を

用いて判定を行うかどうかについても市町村の任意です。 

・都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況、数値目標以外の効果発現状況の結果は、今後のまちづ

くり方策の作成の中で改善策を追加作成すべきか否かの判断材料となります。 

 

（出典：まちづくり交付金 評価の手引き（国土交通省）） 

３．成果の評価（数値目標の達成状況の整理） 

H26   H27   H28   H29   H30    R1    R2(最終年度)  R3 以降  

従前

値 

都市再生整備

計画の策定時 

計画期間 
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指標１：三雲地区における住みやすさの評価 

従前値 

（H26 年度） 

目標値 

（R2年度） 

評価値 

（R2.3.31） 

目標 

達成度 

１年以内の 

達成見込 

70.6％ 74.0％ 80.3％(確定値) ○ ― 
 

評 価 値 の 

求 め 方 

まちづくりアンケートにおける三雲地区において「住みやすい」「どちらかというと住みやす

い」と回答した割合 

目 標 達 成 

度 に 関 す 

る 検 討 

 

 

 

1 年 以 内 

の 達 成 見 

込 み に 関 

す る 検 証

 証 

【目標の達成度に関する検証】 

駐車場や駅前連絡道路、公園緑地、防犯カメラの整備等、事業の相乗効果により住民の住

みやすさへの評価が高まり、目標値を達成することができた。 

 

 

 

整備された北口駅前駐車場（写真左）及び南口駅前駐車場（写真右） 

  

30.6% 24.7%

40.0% 55.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H26 R2

三雲地区における住みやすさの評価

01.住みやすい 02.どちらかというと住みやすい

指標２：コミュニティバス下田線（三雲駅ルート）の一日平均乗車数 

従前値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2年度） 

評価値 

（R3.3.31） 

目標 

達成度 

１年以内の 

達成見込 

252 人 270 人 221 人(推計値) △ なし 

評 価 値 の 

求 め 方 
三雲駅を起終点とするコミュニティバス下田線の年間乗客数を 365 日で除した数 

目 標 達 成 

度 に 関 す 

る 検 討 

 

 

 

1 年 以 内 

の 達 成 見 

込 み に 関 

す る 検 証

   

【目標の達成度に関する検証】 

 駐車場や観光案内板等、都市基盤の整備と併せ、コミュニティバスのルート見直しや、駅

を中心とした利用促進イベント等を行ったが、減少傾向の改善には至っていない。とりわ

け、当路線の沿線地域は若年層が多く、依然として主な移動手段がマイカー利用であること

や、他地域からの利用も周辺工業団地への通勤者が多く、路線全体に利用者の減少を及ぼし

ている新型コロナウイルス感染症対策（休校、在宅勤務等）の影響を強く受け、目標値を達

成することはできなかった。 

 

 三雲駅南口広場の整備状況 

214
206

199
191

184
177

225
228 233

313 

330 

315 

257 
247 240 241 

252 
246 

228 
234 

219 
214 

213 
224

150

170

190

210

230

250

270

290

310

330

350

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(人)

(年度)

コミュニティバス下田線（三雲駅ルート）の

一日平均乗車数（推計）

事業期間

評価値
221

事業を実施しなかった場合の推計

252
従前値

南北駅前広場

供用開始

R1.12/15

（推計）

(推計)
(推計)

(推計)

(推計)

(推計)

(推計)

(推計)
(推計) (推計)

コロナ禍の影響が

なかった場合の推計

(推計)(推計)
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指標３：放置自転車撤去台数 

従前値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2年度） 

評価値 

（R3.3.31） 

目標 

達成度 

１年以内の 

達成見込 

95 台 40 台 12 台(推計値) ○ ― 

評 価 値 の 

求 め 方 
三雲駅の一日平均乗客数 

目 標 達 成 

度 に 関 す 

る 検 討 

 

 

 

1 年 以 内 

の 達 成 見 

込 み に 関 

す る 検 証 

【目標達成度に関する検証】 

駐車場、旧東海道カラー舗装、観光等案内板の整備や、放置自転車防止の啓発等、事業の相乗

効果により駅利用者の利便性が向上した他、駅を中心とした利用促進イベント等の効果もあり、

当初より乗客数は増加したものの、新型コロナウイルス感染症対策による移動制限の影響もあ

り、目標値を達成することはできなかった。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎における待合空間（写真左）及び駅舎南側外観（写真右） 

評 価 値 の 

求 め 方 
駅周辺における放置自転車の年間撤去台数 

目 標 達 成 

度 に 関 す 

る 検 討 

 

 

 

1 年 以 内 

の 達 成 見 

込 み に 関 

す る 検 証 

【目標達成度に関する検証】 

防犯カメラの整備や放置自転車防止の啓発等と併せ、市条例にて自転車等放置禁止区域に指定

することで効果を上げ、取り組みを開始した計画年度から一貫して減少し、目標値を達成するこ

とができた。 

 

自由通路から北口駐輪場の位置を示すサイン計画（写真左）及び自転車等放置禁止区域を示

す案内板（写真右 2枚）。 

 

 

指標４：ＪＲ三雲駅乗客数 

従前値 

（H26 年度） 

目標値 

（R2年度） 

評価値 

（R3.3.31） 

目標 

達成度 

１年以内の 

達成見込 

1930 人 2000 人 1974 人(推計値) △ なし 

78
（推計）

73
（推計）

70
（推計）

67
（推計）

65
（推計）

157

109
97

81

95
80

58

40 13 12

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

放置自転車撤去台数（推計）
（台）

（年度）

事業期間

12

事業を実施しなかった場合の推計95
従前値

南北駐輪場

供用開始

Ｈ30.6/1

評価値

（推計） 1,939 1,941 1,944 1,946 1,949 1,951

1,991

2,000
2,010

1,920
1,929

1,945
1,930 1,932

1,965
1,982 1,986

1,965

1,977

1850

1900

1950

2000

2050

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(人)

(年度)

三雲駅 一日平均乗客数

評価値

（推計）

1,974

1,930
従前値

事業期間

駅前広場供用開始

R1.12/15

駅舎・南北自由通路供

用開始 H29.4/8

コロナ禍の影響が

本格化Ｒ2.2月～事業を実施しなかった場合の推計

コロナ禍の影響が

なかった場合の推計

（推計）

（推計）
（推計）

（推計）

（推計）（推計）（推計）（推計）（推計）

（推計）
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定量的に表現できない定性的な効果発現状況 

 
 
●南北駐車場の整備による駅の利便性の向上 

 ・南北駐車場ともに入庫から 30 分まで無料であるため、切符の購入等、駅の短時間利用が

容易となった。 

 ・また、利用料金は 24 時間毎に 500 円を支払うため、自家用車で駅まで来て電車に乗って

遠出すること（パークアンドライド）が容易となった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●水辺の空間や連絡道路による歩行者の増加 

  水辺の空間や連絡道路に桜並木が整備されたことにより、駅周辺が市民の散歩コースとな

ったり、駅が休憩所として利用される等、市民に親しまれる空間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：Google ストリートビュー 
  
●駅周辺整備によるポテンシャルの向上 

市道三雲駅南線の開通、駅舎の改築、駅前広場 

の整備等、公共施設整備により土地のポテンシャ 

ルが向上し、宅地造成や宅地分譲が進み、若い世 

代等の定住が促進されている。 

（写真出典：google ストリートビュー） 

 

 
 
●三雲駅周辺整備事業完成記念式典の開催 

令和元年 12 月 15 日に、ＪＲ草津線三雲駅の開業 130 周年と、周辺整備事業の完成を記

念する式典が開かれた。 

 
 

●三雲駅周辺の拠点性の向上 

  「みちくさコンパス」や「三雲城址と猿飛佐助」、「琵琶湖一周のろし駅伝」といった三

雲城等を会場とする催事の際に、改築した駅舎での待ち合わせやコミュニティバスの乗継

等の利便性や快適性が向上した。 

  
 

●持続的なまちづくり体制の構築 

  緑化活動及び情報発信活動の推進を行うまちづくり形成団体の組織化に向け、準備が進

められている。 
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種別
指標改善

への

貢献度

目標未達成

への影響度

指標改善

への

貢献度

目標未達成

への影響度

○ × ○ ×

○ × ○ ×

○ × ○ ×

○ △ ○ △

◎ △ ○ △

◎ △ ○ △

○ × ○ △

◎ × ○ ×

○ ― ◎ ―

― ― ― ―

○ ― ○ ―

◎ ― ◎ △

関連事業 ◎ △ ○ △

◎ △ ◎ △

◎ △ ○ △

・交通事業者等と連携した待合環境の改善
やデマンド化等を通して、公共交通の利便
性向上や利用増進を図る。

・今後、市有地への民間事業者の進出が
進むことにより放置自転車の台数増加が懸
念される。このため地域との協力体制の強
化や、自転車利用者への適切な案内・誘
導を行う。

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

今後の
活用

・
改善の
方針

指標４：JR三雲駅乗客数

総合所見

　駐車場、旧東海道カラー舗装、観光
等案内板の整備や、放置自転車防
止の啓発等、事業の相乗効果により
駅利用者の利便性が向上した他、駅
を中心とした利用促進イベント等の効
果もあり、当初より乗客数は増加した
ものの、新型コロナウイルス感染症
対策による移動制限の影響もあり、
目標値を達成することはできなかっ
た。
　今後、供用開始された道路・公園・
水辺の空間の認知度を高め、効果に
つなげる必要がある。

指標１：三雲地区における住みやすさの評価

総合所見

　駐車場や駅前連絡道路、公園緑
地、防犯カメラの整備等、事業の相
乗効果により住民の住みやすさへの
評価が高まり、目標値を達成すること
ができた。

三雲駅北口及び南口駐輪場整備事業

ＪＲ三雲駅駅舎改築事業

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

・民間事業者の誘致等を積極的に行い生
活利便施設等の進出につなげ、便利で暮
らしやすい居住環境の創出を図る。

提案事業

地域創造支援事業（防犯カメラ設置事業）

事業活用調査（事後評価調査）

まちづくり活動推進事業（まちづくり団体形成支援事業）

まちづくり活動推進事業（放置自転車調査及び啓発事業）

三雲駅南口駅前広場整備事業

　駐車場や観光案内板等、都市基盤
の整備と併せ、コミュニティバスの
ルート見直しや、駅を中心とした利用
促進イベント等を行ったが、減少傾向
の改善には至っていない。とりわけ、
当路線の沿線地域は若年層が多く、
依然として主な移動手段がマイカー
利用であることや、他地域からの利
用も周辺工業団地への通勤者が多
く、路線全体に利用者の減少を及ぼ
している新型コロナウイルス感染症
対策（休校、在宅勤務等）の影響を強
く受け、目標値を達成することはでき
なかった。
　今後、供用開始された道路・公園・
水辺の空間の認知度を高め、効果に
つなげる必要がある。

道路（（仮称）駅前連絡道路（歩道））

公園（公園緑地整備）

地域生活基盤施設（観光案内板設置事業（南口駅前広場））

地域生活基盤施設（北口駅前広場駐車場）

地域生活基盤施設（南口駅前広場駐車場）

高質空間形成施設（旧東海道カラー舗装）

△

・商業施設の誘致による公有地の活用、三
雲畑線の歩道整備等を通して、公共交通
の利便性向上や利用増進を図る。

目標達成度

指　標　名 指標３：放置自転車撤去台数指標２：コミュニティバス下田線の一日平均乗車数

○ △ ○

高質空間形成施設（水辺の空間）

事業名・箇所名 総合所見総合所見

基幹事業

道路（（仮称）駅前連絡道路（車道）） 　防犯カメラの整備や放置自転車防
止の啓発等と併せ、市条例にて自転
車等放置禁止区域に指定することで
効果を上げ、取り組みを開始した計
画年度から一貫して減少し、目標値
を達成することができた。

４．効果発現要因の整理 
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都市再生整備計画の課題 達成状況 継続・改善の基本の考え方 想定される事業 

ＪＲ三雲駅を地域の中心核・

交流拠点とするために、駅前

広場や駐輪・駐車場整備を推

進し、ＪＲへの乗り換え利便

性を高め、集客力を向上させ

ることが必要である。  

達成され

たこと 

・三雲駅南口駅前広場周辺の市有地を活用し、民間施設の誘致に向けた取組みを
図った。 

・来街者の休憩休養施設として、公園緑地や遊歩道の整備を行った。 

・三雲駅の橋上化や自由通路、駅前広場の整備とあわせ、三雲駅へのアクセス性
を高めるため、周辺道路の整備や駐車場整備を行い、ＪＲへの乗り換え利便性
が確保された。 

・まちづくり団体等による地
域交通サービス関連事業の

推進 

・ＪＲ、観光協会、地域まち
づくり協議会、まちづくり
団体等と連携した催事の開
催 

・鉄道ダイヤや市民ニーズに
合わせたコミュニティバス
の運行 

・レンタサイクル事業 

・レンタカー事業 

・ＪＲふれあいハイキング 

・東海道ウォーク みちくさコ
ンパス 

・自由通路の有効活用の推進 

・湖南市地域公共交通会議の
運営 

・交通事業者と連携した交通
系ＩＣカードの導入検討 

残された
未解決の
課題 

・三雲駅南口駅前広場周辺の市有地をはじめ、整備された施設や資源を活用し、
市民サービスの向上に向けた取り組みを実施する。 

駅前のにぎわいを創出するた

めに、駅前の利便性と地域特

性を活かした生活利便施設や

地域活性化施設等の整備によ

って住民などの憩いと交流の

場の形成を図る必要がある。 

達成され
たこと 

・三雲駅の円滑な垂直移動経路を確保することをはじめ、すべての来街者が障壁

なく三雲駅前を楽しむことができるよう周辺道路や公園緑地、遊歩道などのバ
リアフリー環境が向上した。 

・三雲駅前を広域的な生活拠点地区とするために、来街者が駅前に円滑に寄りつ
くことができるよう周辺の幹線道路から駅前に至る道路整備を行った。 

・駅前広場の案内板等により観光案内機能が充実された。 

・生活利便施設等の民間施設の誘致に向け、駅周辺整備や道路等のインフラが整
った。 

・ＪＲ、観光協会、地域まち
づくり協議会、まちづくり
団体等と連携した催事の開
催（再掲） 

・民間事業者に対する施設誘
致の推進 

・駅周辺の公共施設（広場
等）の適切な維持管理 

・ＪＲふれあいハイキング
（再掲） 

・東海道ウォーク みちくさコ
ンパス（再掲） 

・市民や民間事業者と協働し
た公共空間や緑化空間の活
用及び維持管理 残された

未解決の
課題 

・三雲駅南口駅前周辺の市有地を有効活用した、民間施設の積極的な誘致を図
る。 

・広くまちづくり関係団体等と協働し、公園緑地や駅前広場等を活用した交流活
動を推進する。 

魅力ある駅前を創出するため

に、民間事業者や住民・権利

者との協働により、落ち着い

た良好な駅前景観を創出する

ことが必要である。  

達成され
たこと 

・良好な駅前空間の形成に向け、旧東海道沿いの景観カラー舗装をはじめ、田仁
川沿いや連絡道路沿いに桜並木の遊歩道が整備された。 

・既存のまちづくり協議会や自治会と協働し、放置自転車の調査や自転車の放置
をなくす啓発活動を行い、整然とした駅前景観を創出した。 

・まちづくり団体等による地
域づくり・まちづくり関連
事業の推進 

・駅周辺の公共施設（広場
等）の適切な維持管理（再
掲） 

・防災・防犯活動、歴史・景
観・街並保存事業 

・市民や民間事業者と協働し
た公共空間や緑化空間の活
用及び維持管理（再掲） 

残された
未解決の

課題 

・駅前広場や周辺において、景観や街並みの維持向上に向けた取り組みを行う。 

５．今後のまちづくり方策の検討 
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フォローアップは、令和 3年 10 月に行う予定。 

少子高齢化の進展を考慮し、

駅前整備とあわせて湖南市の

魅力ある生活環境に囲まれた

駅南の住宅開発を推進すると

ともに、子育て環境の充実を

図り、若年世帯の流入を促進

する必要がある。 

達成され
たこと 

・駅前広場等において防犯カメラを設置した。 

・三雲駅周辺整備やコミュニティバスのルート変更が行われた。 ・まちづくり団体等によるま
ちづくり活動や人材育成を
推進する 

・民間事業者に対する施設誘
致の推進（再掲） 

・ボランティア育成 

・地元ヒアリングやサウンデ
ィング調査の実施 

・民間事業者と連携し、生活
環境の向上に寄与する立地
ニーズの醸成 

残された
未可決の
課題 

・駅及び駅前整備に伴い、事業者や市民等が自ら賑わいのあるまちを形成する自
主的な活動を誘導する。 

・生活利便施設等の民間施設の積極的な誘致を図る。 

駅舎の橋上化に伴い、従前の

待合機能が失われる。 

達成され
たこと 

・駅舎の改札階に周辺を一望できる待合空間として、大きなベンチや自動販売機

が設置された。 

・また一階の階段前のスペース等に庇が付けられ、雨風を避けるスペースが完成

した。 ・まちづくり団体や交通事業
者等と連携したバス待合環
境の向上を図る。 

・バス待合環境向上に向けた
検討の推進 

残された
未解決の

課題 

・コミュニティバスや観光バスを待つ待合環境を向上させるための環境整備を図
る。 

６．今後の予定 


